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日  時  令和７年１０月２２日（水） １０：００～１６：４０ 

会  場  鹿児島市立福平中学校（鹿児島市平川町 6004 TEL 099—261—3624） 

主  催  鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究会 
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【研究授業・授業研究】 

研

究

授

業 

分 野 技  術  分  野 家  庭  分  野 

学校名 鹿児島市立福平中学校 鹿児島市立福平中学校 

授業者 教諭 徳永 健太郎 教 諭  南  香 乃 子 

学 年 

内 容 

題 材 

第２学年 

Ｂ 生物育成の技術 

「こだわりのホウレン草を栽培しよう」 

第２学年 

Ｃ 消費生活・環境 

「自立した消費者になろう」 

授

業

研

究 

司会者 
阿 久 根 市 立 阿 久 根 中 学 校 

教 諭  外 城  隼 輔 

鹿児島大学教育学部附属中学校 

教 諭  吉 松  さ つ き 

記録者 
鹿 児 島 市 立 天 保 山 中 学 校 

教 諭   車 田  く り あ 

鹿 児 島 市 立 紫 原 中 学 校 

教 諭  福 添  育 美 

 

【研究発表】 

発表者 発表テーマ 

鹿児島市立坂元中学校 

教諭   藤﨑  俊博 

「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし，自立して学び続けること

ができる生徒の育成」 

鹿児島大学教育学部附属中学校 

教 諭  森  健 太 郎 

「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし，自立して学び続けることができる生徒の育成」  

～家族の生活をよりよくするものづくりの実践を通して～ 

鹿児島市立武岡中学校 

教 諭  濵 田  朋 恵 

「生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし，自立して学び続けることができる生徒」 

～「問い」の質を高める食生活の指導と評価の計画の工夫～ 

 

【指導助言】 

分  野 指   導   者 

技術分野 鹿児島県教育委員会義務教育課    指導主事 古 定  周 

家庭分野 鹿児島県総合教育センター教職研修課 研究主事 吉永 めぐみ 

 

第７４回 鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究大会 

   鹿児島地区大会   
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技術・家庭科(技術分野)学習指導案 

日 時： 令和７年 10 月 22 日（水）２校時 

学 級： ２ 年 ２ 組   3 8 人 

場 所： 鹿児島市立福平中学校木工室 

指導者： 教 諭  德 永 健 太 郎   

 

１ 内容・題材名  

B 生物育成の技術 「こだわりのホウレンソウを栽培しよう！」 

 

２ 題材について 

  現在，環境問題や食料問題，資源の持続可能な利用など，私たちの生活と深く関わる課題が顕

在化しており，これらの課題に対して科学的・合理的に向き合う力が求められている。特に，生

物育成に関する技術は，食料の安定供給や環境保全，地域社会の活性化などにおいて重要な役割

を果たしており，これからの社会を担う生徒たちにとって，その意義を理解し，技術の見方・考

え方を働かせながら主体的に活用する力を育むことが重要である。  

生徒は，小学校において栽培活動を通して植物の成長や命の大切さを実感しながら，基礎的な

知識や技能を身に付けることを中心に学習が進められる。一方，中学校では，これらの知識を活

用しながら，自ら課題を設定し，仲間と協力して解決策を創造する力を育てることができる。つ

まり，小学校での体験的・基礎的な学びを土台として，中学校ではより主体的・協働的に課題に

向き合い，技術の見方・考え方を働かせながら，社会的な意義や持続可能性を意識した学びへと

発展させていく。 

本授業では，ホウレンソウの栽培を通して，生徒が生物育成の目的や条件を明確にし，技術の

見方・考え方を働かせながら，社会からの要求，安全性，環境負荷や経済性などの視点から育成

方法を比較・検討し，最適な栽培計画を立案して改善する学習活動を展開する。生徒は，収量や

費用，労力，環境負荷などの要素を総合的に捉えながら，「どのように育てれば，設定した栽培目

標に合ったこだわりのホウレンソウが収穫できるか？」という題材を貫く問いに対して，科学的

根拠に基づいた判断と創造的な工夫を重ねていく。 

また，ICT を活用し，班ごとの計画を可視化して共有することで，他者と協働しながら主体的

に学ぶ態度を育成する。さらに，栽培の過程で得られたデータや反省を基に計画を改善するとい

う PDCA サイクルを体験することで，実社会における技術活用の在り方を実感し，持続可能な社

会の構築に向けた態度を育てることができる。 

このように，生物育成を通して，単なる作業的な技能の習得にとどまらず，生物育成の技術の

見方・考え方を働かせながら，課題発見・解決能力，協働的な態度，主体的に学ぶ力などの向上

による資質・能力の育成を目指している。 

 

３ 題材の目標 

(1) 知識及び技能 

   生物の育成環境を調節する方法などの基礎的な技術の仕組みを理解し，安全・適切な栽培を

行うことができる。 

(2) 思考力，判断力，表現力等 

 よりよい生活や社会の構築に向けて，生物育成の技術の見方・考え方を働かせながら，技術

を評価し，適切な選択と管理・運用の在り方や，新たな発想に基づく改良と応用を考えること

ができる。 

(3) 学びに向かう力，人間性等 

   自分なりの新しい考え方や捉え方によって，解決策を構想しようとするとともに，自らの問

題解決とその過程を振り返り，よりよいものとなるよう生物育成の技術を改善及び修正しよ

うとする。 
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４ 題材の評価規準 

 

５ 指導と評価の計画【全 15時間】 

時間 

指導 

事項 

学習活動 

〇：評価規準の例 と ◇：評価方法の例 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

B(1) 

ア 

・生活や社会を支え

る生物育成の技術

の例や，問題解決

の工夫について調

べる。 

①作物，動物及び水産

生物の成長，生態な

どについての科学的

な原理・法則を説明

できる。 

②生物の育成環境を調

節する方法などの基

礎的な技術の仕組み

を説明できる。 

◇ワークシート 

◇ペーパーテスト 

 ④進んで生物育成の技

術とかかわり，主体

的に理解し，技能を

身に付けようとして

いる。 

◇ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨自分なりの新しい

考え方や捉え方に

よって，解決策を

構想しようとして

いる。 

◇ワークシート 

 

⑩自らの問題解決とそ

の過程を振り返り，

よりよいものとなる

よう改善・修正しよ

うとしている。 

◇栽培記録シート 

６ 

B(1) 

イ 

 ③生物育成の技術に込

められた工夫を読み

取り，生物育成の技

術が最適化されてき

たことに気づくこと

ができる。 

◇ワークシート 

７ 

８ 

B(2) 

イ 

 

・設定した栽培目標

や条件に基づき，育

成環境の調節方法

を構想して，育成計

画を具体化する。 

 ⑤設定した栽培目標

に対して，収量，

費用，品質，環境

負荷などの要素を

比較・検討し，根

拠をもとに育成方

法を選択・改善

し，計画として表

現することができ

る。 

◇ワークシート 

◇栽培計画表 

９ 

10 

11 

12 

B(2) 

ア 

イ 

・安全・適切に栽

培・検査し，必要

に応じて適切に対

応する。 

・設定した課題の解

決状況を評価する

ため，作物の生育

状況，成長の度合

いなどのデータを

記録する。 

⑥栽培計画に沿い，観

察や検査の結果を踏

まえ，安全・適切に

育成環境の調節や，

作物の管理・収穫が

できる。 

◇栽培記録シート 

⑦栽培計画に基づき，

記録したデータと作

物の育成状況とを比

べながら，合理的な

解決作業を決定でき

る。 

◇栽培記録シート 

13 

B(2) 

・収穫の様子（品質

や収穫量など）

 ⑧自らの問題解決の工

夫を，生物育成の技

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生物の育成環境を調節する

方法などの基礎的な技術の仕

組みを理解し，安全・適切な栽

培を行うができる。 

・ホウレンソウの栽培におい

て，収量・費用・品質・環境負

荷などの要素を踏まえて問題

を見出して課題を設定し、育成

計画を構想し，実践を評価改善

するなどして課題を解決する

力を身に付けている。 

・自分なりの新しい考え方や

捉え方によって，課題の解決に

主体的に取り組んだり，振り返

って改善したりして，生活を工

夫し創造し，実践しようとする

態度を身に付けている。 

7



 

イ と，解決過程で収

集したデータを整

理して，収穫レポ

ートにまとめなが

ら，問題解決の過

程と結果を振り返

る。 

術の見方・考え方に

照らして整理すると

ともに，課題の解決

結果を記録したデー

タに基づいて評価す

る。 

◇ワークシート 

14 

B(3) 

・ここまでの学習活

動を踏まえ，技術

の概念を理解す

る。 

・研究開発が進めら

れている新しい生

物育成の技術の優

れた点や問題点を

話し合う。 

⑪これまでの学習を踏

まえ，生物育成の技

術の役割や影響，最

適化について説明で

きる。 

◇ワークシート 

⑫よりよい地域社会の

構築を目指して，生

物育成の技術を評価

し，適切な選択，管

理・運用の在り方に

ついて提言をまとめ

ることができる。 

◇ワークシート 

15 

B(3) 

イ 

・よりよい地域社会

の構築を目指し

て，生物育成の技

術の在り方や将来

展望について提言

する。 

⑬よりよい地域社会の

構築を目指して，生

物育成の技術を進ん

で工夫し創造しよう

としている。 

◇ワークシート 

 

  

６ 生徒の実態 

(1)  生物育成を行うことは好きですか？ 

 

(2) (1)でそのように答えた理由は何ですか？ 

 〇好き・どちらかといえば好き 

・ 楽しいから・・・13人      ・ 成果が得られる・・・４人 

・ 植物がかわいいから・・・３人 

〇苦手・どちらかといえば苦手 

・ 管理が難しい・・・７人    ・ 経験不足・・・５人 

・ 興味がない・・・４人     ・ 虫が苦手・・・２人 

 

(3) 野菜の栽培をするときに気を付けることは何ですか？ 

  ・ 水やり関連・・・21人      ・ 肥料関連・・・７人 

・ 虫・雑草・・・５人       ・ 日光関連・・・５人 

 

(4) 授業でペア活動やグループ活動に協力して取り組むことができていますか？ 

8



 

 

【考察】 

本授業の対象となる生徒は，技術分野の学習を通して「生物育成の技術」に初めて本格的に取り

組む段階にある。アンケート結果からは，野菜の栽培に対して「どちらかといえば好き」と答える

生徒が多く，栽培経験も「家庭で育てたことがある」「学校で育てたことがある」といった回答が一

定数見られた。一方で，「苦手」と答えた生徒も少なくなく，その理由として「水やりを忘れてしま

う」「虫が苦手」「うまく育てられなかった経験がある」などが挙げられている。 

また，栽培において気をつけることとしては，「水の量の調整」「肥料の与え方」「日光の当て方」

など，基本的な管理項目を意識している生徒が多く，栽培に対する関心や理解の芽生えが見られる。

さらに，「自分で育てたものが食べられるから楽しい」「育っていく様子を見るのが嬉しい」といっ

た前向きな意見もあり，主体的な学びにつながる可能性がある。 

しかしながら，栽培に関する知識や技術の習得には個人差があり，特に「どう育てればよいかわ

からない」「管理が難しい」と感じている生徒もいることから，授業では ICTや AIの活用，グルー

プでの協働的な活動を通して，思考力・判断力・表現力等を育成しながら，個々の生徒が自分なり

の育成計画を立てられるよう支援する必要がある。 

 

７ 本時の実際（７／15） 

（1） 主題 

こだわりのホウレンソウを目指した栽培計画の作成 

 

（2） 指導目標 

 生物育成の技術の見方・考え方を働かせながら，ホウレンソウの栽培計画を考えさせる。 

 

（3） 目標行動 

 生物育成の技術の見方・考え方を働かせながら，ホウレンソウの栽培計画を考えることが

できる。 

 

（4） 評価規準 

  

 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

  設定した栽培目標に対して，

収量，費用，品質などの要素を

比較・検討し，根拠をもとに育

成方法を選択・改善し，計画と

して表現することができる。 

自分なりの新しい考え方や捉え

方によって，解決策を構想しよう

としている。 

お
お
む
ね
達
成
し
て
い
る

生
徒
の
姿 

 他班の計画や生成 AI の提案

を参考にしながら，自班の栽培

目標に合った育成方法を検討し

根拠をもって計画を改善してい

る。また，なぜその変更が必要

かを説明できる。 

自ら進んで班の話し合いに参加

し，目標の達成に向けた意見を積

極的に出している。また，振り返り

では栽培計画の工夫点や改善点に

ついて具体的に記述し，次時への

意欲をもっている。 

 

 

（5） 授業設計の視点 

   ア 題材を貫く問いの設定の工夫 

「どのように育てれば，設定した栽培目標に合ったこだわりのホウレンソウが収穫できる

か？」という問いを単元全体を通して貫くことで，生徒が栽培の目的や条件を明確にし，科

学的・合理的な判断力を育むことを目指す。本時では，収量・費用・労力・環境負荷などの

要素を総合的に捉えながら，班ごとに最適な栽培計画を立案して改善する活動を通して，こ

の問いに対する自分なりの答えを導き出すことができるようにする。  
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イ 指導と評価の計画の工夫 

生徒が主体的に栽培計画を立案・改善する過程を重視し、指導の工夫としては、ロイロノ

ートのワークシートを活用して栽培計画の流れを視覚的に整理し、学習の見通しを持たせる

ことで、生徒の理解を促進する。また、表計算処理ソフトウェアや生成 AI を活用して収量

予測や費用対効果を分析させることで、思考力・判断力・表現力の育成を図る。 

さらに、指導の改善として、他班の計画や生成 AIの提案を根拠をもとに吟味する活動を取

り入れることで、生徒同士の協働的な学びを促進し、個々の生徒が自分の考えを深める機会

を増やす。また、苦手意識のある生徒に対しては、ICTの活用やグループ活動を通じて支援

を行い、学習への参加意欲を高めるよう配慮する。 

評価については、育成計画の妥当性や改善の根拠、振り返りの内容などから総合的に判断

し、学習過程を重視した評価を行うことで、生徒の成長を的確に捉えるようにする。 
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（6） 本時の展開 
過程 学習の流れ 時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終
末 

ほ
り
お
こ
し 

 
 
 

課
題
の
共
有
化 

 
 
 
 

自
己
追
究 

 
 
 
 
 
 
 
 

相
互
練
り
上
げ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
己
解
決 

 
 
 
 
 
 
 
 

自
己
評
価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

４ 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

１ 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

 

１ 前時の学習内容を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
２ 学習課題を設定する。 
 
 
 
３ 学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の学習の見通しをもつ。 
 
 
 
 
６ 班で栽培目標を確認する。 
 
８ 班で栽培計画を検討する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 各班で検討している栽培計画を
発表する。 

 
 
 
 
 
11 他班の発表から感じたことを共
有する。 

 
 
12 各班で改善を行う。 
 
 
 
 
14 発表会を行う。 
 
 
15 本時の目標に対する答えを個人
でそれぞれ考える。 

 
 
 
 
 
16 Teams の Excel に入力する。 
 
 
 
 
 
18 次時の学習内容を確認する。 
 

 

 

 

１ 本時の学習内容に見通しを持
つために，前時で学習した栽培
方法について確認をする。 

 
 
 
 
２ 生徒が自分の学習目標を意識
できるように，本時の課題を明
確に提示する。 

 
３ 個人で Teams の Excel に本時
の学習目標を立てさせ，個人の
目標を可視化させる。 

 
４ 本時の学習を理解するために
全体で確認する。 

 
５ 学習の流れを黒板に提示し，
活動の見通しを持たせること
で，主体的な取り組みを促す。 

 
 
６ どのようなホウレンソウを栽
培したいかという各班の栽培目
標を確認する。 

７ 費用については表計算ソフト
を活用させ，石灰の量，株間，条
間などを入力し費用対効果を算
出する。 

９ Gemini（生成 AI)を用いて石灰
の量などを考える。 

10 Gemini(生成 AI)の提案を根拠
をもとに判断するよう指導す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
11 他班の計画を参考にする際
は，良い点・改善点を比較しなが
ら検討させる。 

  
13 改善の理由を記述させる際に
は，「なぜその変更が必要か？」
という問いを投げかける。  

 
 
14 発表時には，根拠をもとに説
明するよう指導し，論理的思考
を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
17 振り返りでは，最初に立てた
自身の目標の答えとなるように
書かせる。 

 
 
 
 

 

ロイロノート 

 

 

 

 

 

 

Excel(振り返り

シート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロノート 

 

 

 

 

ロイロノート 

 

 

ロイロノート 

Excel 

ワークシート 

（表計算ソフト

ウェア） 

 

Gemini 

 

Excel 

ワークシート 

（表計算ソフト

ウェア） 

 

 

 

Excel 

ワークシート 

（表計算ソフト

ウェア） 

 

 

Excel 

ワークシート 

（表計算ソフト

ウェア） 

 

 

 

 

 

Excel(振り返り

シート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロイロノート 

 

 

はじめ 

 

１ 前時の振り返り 

11 

他班の計画を

共有する 

６ 

わかったか  

２ 学習課題の確認 

５ 学習の見通しをもつ 

７ 補 

12 

改善点を考える 

10 補 

18 次時の予告 

15 まとめを考える 

終わり 

 

３ 

わかったか  

４ 補 

目標達成に向けたホウレンソウを栽培するためにはどのようなことを

考えることが必要だろうか。 

制約条件 
①栽培場所・・・畑（露地） 
 
②栽培面積の制限 
・・・２ｍ×１ｍ程度の土壌面積 
③すじまき ８ 

検討する 

14 

発表会 

９ 

できたか 

16 

Excel に入力 

13 補 

17 補 

目的や条件に合う栽培計画に改善するためには，予測収量と費用（経済
的側面），品質（社会的側面）等のバランスを考慮して計画する必要が
ある。 
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 技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

日 時 令和７年 1０月２２日（水） 第 3 校時  

場 所 鹿 児 島 市 立 福 平 中 学 校  被 服 室 

対 象 ２ 年 ４ 組  ３ ８ 人 

指導者 教 諭  南  香 乃 子   

  

１ 内容及び題材名  Ｃ 消費生活・環境 「自立した消費者になろう」 

 

２ 題材について 

  近年は，世界的な経済情勢の変化や技術革新に伴い，消費者の価値観や行動が大きく変化している。消費生

活においても，契約内容の複雑化やデジタル化が進展し，支払い方法や購入方法の多様化が見られる。このよ

うに利便性が高まる一方で，消費者トラブルのリスクも増加しており，安全かつ適切な契約のための知識及び

技能を身に付けることが求められている。さらに，環境意識の高まりも見られ，エシカル消費やサステナブル

な商品が注目される中，環境や社会に配慮した消費生活の重要性も高まってきている。 

本題材では，金銭の管理と購入について課題をもって，金銭管理の必要性について理解し, 購入方法や支払い

方法の特徴，売買契約の仕組み，消費者被害の背景とその対応及び物資・サービスの選択に必要な情報を活用

した購入について工夫することができるようにすることをねらいとしている。さらに，消費者の権利と責任に

ついて課題をもって，消費者の基本的な権利と責任に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，消費生活が環

境や社会に及ぼす影響について理解を深め，自立した消費者としての責任ある消費行動を工夫することができ

ことをねらいとしている。 

生徒は，小学校家庭科で「C 消費生活・環境」の⑴「物や金銭の使い方と買物」，⑵「環境に配慮した生活」

を履修しているので，限りある物や金銭が大切であることや，自分の生活が身近な環境に与える影響に気付き，

持続可能な社会の構築に向けて，主体的に生活を工夫できる消費者としての素地が身に付いている。さらに，

中学校では，衣服の選択，用途に応じた食品の選択について履修済みである。多くの生徒に，意欲的に学習に

取り組み，学校での学びを踏まえて，家庭で実践しようとする姿が見られた。購入については，身近な商品を

購入する経験はあるが，必要な時に必要なものを購入してもらう生徒が多く，自らで金銭管理を行う経験の乏

しさも見られた。さらに，購入後に起きたトラブルについても，解決しようと行動した生徒が少ないのが現状

である。 

指導に当たっては，中学生にとって身近な商品の購入場面を取り上げ，消費者の基本的な権利と責任との関

連や環境や社会に及ぼす影響について具体的に考えることで，自立した消費者としての意識を高めるようにし

ていきたい。さらに，その課題解決の過程に着目しながら，よりよい生活を実現できるような学習活動を展開

させていきたい。また，生徒の課題意識に基づいた学習活動や日常生活のつながりを意識しやすい実践的・体

験的な学習活動を充実させることによって，自分のこととして課題解決に取り組めるように工夫したい。 

以上のことから，身近な消費生活について，自立した消費者としての責任ある消費行動を考え，工夫するた

めに，生徒が自らの学びに価値を見いだし，学び続ける力を育むことで社会を担う当事者としての自覚をもち，

主体的に行動できる生徒を育成できるように本題材を設定した。 

 

３ 題材の目標 

⑴  知識及び技能 

購入方法や支払い方法の特徴，計画的な金銭管理の必要性，売買契約の仕組み，消費者被害の背景とその

対応，消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解すると

ともに，物資やサービスの選択に必要な情報の収集・整理が適切にできる。 

⑵  思考力，判断力，表現力等 

物資・サービスの選択・購入，自立した消費者としての消費行動について問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を

身に付ける。 
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⑶  学びに向かう力，人間性等 

   よりよい生活の実現に向けて，金銭の管理と購入，消費者の権利と責任について，課題の解決に主体的に

取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践しようとする。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・購入方法や支払い方法の特徴が

分かり，計画的な金銭管理の必

要性について理解している。 

・売買契約の仕組み，消費者被害

の背景とその対応について理

解しているとともに，物資やサ

ービスの選択に必要な情報の

収集・整理が適切にできる。 

・消費者の基本的な権利と責任，

自分や家族の消費生活が環境

や社会に及ぼす影響について

理解している。 

物資・サービスの選択・購入，自

立した消費者としての消費行動

について問題を見いだして課題

を設定し，解決策を構想し，実践

を評価・改善し，考察したことを

論理的に表現するなどして課題

を解決する力を身に付けている。 

よりよい生活の実現に向けて，金

銭の管理と購入，消費者の権利と

責任について，課題の解決に主体

的に取り組んだり，振り返って改

善したりして，生活を工夫し創造

し，実践しようとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全９時間） 

小
題
材 

時
間 

学習活動 

○評価規準・評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

金
銭
の
管
理
と
購
入 

  １ 

金銭管理 

・ 生活に必要な支出をシ 

ミュレーションし，計画

的な金銭管理の必要性に

ついて考える。 

・ 自分の消費生活の課題 

を設定する。 

 

 

①物資とサービス

の特徴と金銭管理

の必要性について

理解している。 

・ワークシート 

 

①物資・サービス 

の選択・購入，自立

した消費者として

の消費行動につい

て問題を見いだし

て課題を設定して

いる。 

・すっどカード 

 

２ 

購入方法 

 商品の購入場面につい

て特徴についてまとめ，利

点や問題点を話し合う。 

 

②購入方法の特徴 

について理解して 

いる。 

・ワークシート 

 

 ①金銭の管理と購

入，消費者の権利

と責任について，

課題の解決に主体

的に取り組もうと

している。 

３ 

契約 

 売買契約の仕組みにつ

いて考える。 

③売買契約の仕組 

みについて理解し 

ている。   

・ワークシート 

４ 

支払方法 

 商品の支払い方法の特

徴についてまとめ，利点や

問題点を話し合う。 

④支払方法の特徴 

について理解して 

いる。 

・ワークシート 
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５ 

生活情報の活用 

 学校生活で使用する水

筒について，情報の収集・

整理を行いながら，目的に

沿った商品の選択と適切

な購入・支払い方法を考え

る。 

⑤商品の選択に必 

要な情報の収集・整 

理が適切にできる。 

・ワークシート 

・行動観察 

②商品の選択・購 

入，自立した消費

者としての消費行

動について考え，

工夫している。 

・すっどカード 

・ワークシート 

 

②金銭の管理と購 

入や消費者の権利 

と責任について， 

課題解決に向けた 

一連の活動を振り 

返って改善しよう 

としている。 

・すっどカード 

・ポートフォリオ 

 

 
６ 

消費生活のトラブルと消

費者を支えるもの 

 消費者被害が発生する

背景について考え，被害を

回避する方法や適切な対

応の仕方を考える。 

⑥消費者被害の背 

景とその対応につ 

いて理解している。 

・ワークシート 

 

③商品の選択・購 

入や自立した消費

者としての消費行

動について実践を

評価したり，改善

したりしている。 

・すっどカード 

・ワークシート 

 

 

 

消
費
者
の
権
利
と
責
任 

７ 

消費者の権利と責任 

 様々な消費行動の場面

を想起しながら、消費者の

権利と責任の関わりにつ

いて考え、発表し合う。 

⑦消費者の基本的 

な権利と責任につ 

いて理解している。 

・ワークシート 

 

８
（
本
時
） 

自立した消費者 

学校生活で使用する水

筒について，消費生活の問

題点からどのような権利

と責任が関わっているか

を考察し，消費者としてど

のような行動をとればよ

いかを考え，話し合う。  

 ④商品の購入や自 

立した消費者とし 

ての消費行動につ 

いて考察したこと 

を論理的に表現し 

ている。 

・すっどノート 

・ワークシート 

・行動観察 

③よりよい生活の 

実現に向けて、金

銭の管理と購入や

消費者の権利と責

任について、工夫

し創造し、実践し

ようとしている。 

・すっどノート 

・行動観察 

９ 

持続可能な消費生活 

 消費者としての責任あ

る消費行動について考え，

発表し合う。 

⑧自分や家族の消 

費生活が環境や社 

会に及ぼす影響に 

ついて理解してい 

る。 

・ワークシート 

 

 

６ 生徒の実態（実施：令和７年７月１７日 対象：２年４組 ３５人 欠席３人） 
 

⑴  自分に必要な物を自分で選んで購入していますか。 

 

 

 

 

⑵  自分で選んで買う物を５つ以内で答えなさい。（自由記述） 

 

 

  

文房具（15） 食べ物（お菓子・飲み物）（14） 洋服（8）  漫画・本（7） 

趣味で使う物（ゲーム・グッズ）（3）スポーツ用品（2） 友達と遊ぶときの食事（１） 

 

はい25 いいえ10
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⑶  自分で選んで買う物の情報をどこで得ていますか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷  自分のほしい物はどういう方法で購入しましたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

⑸   自分で買った物は方法で支払いましたか。（複数回答可）    

 

 

 

 

 

 

 

⑹  自分の物を買った時に何を一番重視して選びましたか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺  買った後に「失敗した」と思ったことがありますか。 

 

 

 

 

 

⑻  「ある」と答えた人は，その後どうしましたか。 

 

 

 

 

 

27

25

13

4

3

0 5 10 15 20 25 30

ネットの情報

直接実物を見て

口コミ

コマーシャル

チラシ・広告

24

3

4

1…

0 5 10 15 20 25 30

現金

スマホ決済

親のクレジットカード

プリペイドカード

19

18

17

9

1

0 5 10 15 20

値段

自分の好み・デザイン

品質・使いやすさ

メーカー・ブランド

アフターサービス

2

0

20

0 5 10 15 20

返品・交換手続き

相談センターに電話

何もしない

はい22 いいえ13

33

2

15

11

0 5 10 15 20 25 30 35

店舗販売

カタログ・電話注文

インターネット

不リーマーケットフリーマーケット 
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⑼   (8)で「何もしなかった」と答えた人は，その理由を書きなさい。（自由記述） 

 

 

 

 

【考察】 

アンケートの結果から，ほとんどの生徒が，自分に必要な身近な物は自分で選んで購入していることが分

かった。購入方法については店舗販売 33 人，インターネット販売 15 人で，店舗販売が多いがインターネッ

トの販売も多くなっている。購入時の情報を得る手段は，インターネット情報 27人，直接実物を見る 25人，

口コミ 13 人と，インターネットの情報を多く利用していることが分かる（複数回答による）。支払い方法に

ついては，ほとんどの生徒が現金払いであるが，キャッシュレス決済も利用している生徒も少数いる。買う

ときに重視していることは，僅差であるが値段，自分の好みのデザイン，品質や使いやすさの順であること

が分かった。 

本時の内容に関する問いの中で，購入時に失敗したと感じたことがある生徒が 20 人，ない生徒 13 人と，

ある生徒の方が多かった。しかし，失敗しても返品や交換の手続きをした生徒が 2人で，18人の生徒は何も

しなかったと答えている。その理由についても，面倒だから，自分が気をつけて選ばなかったからと諦める

生徒が多く，具体的な対処法が分かっていないことが原因だと考えられる。 

このことから，消費者の権利と責任について理解し，自立した消費者としてどのような行動をとればよい

かを考え行動することは重要であると思われる。指導に当たっては，自らの消費行動に関心をもち，課題を

見いだし，それを解決するために，生活の営みに係わる視点でとらえ，工夫し実践する力を育てるようにし

ていきたい。 

 

７ 本時の実際（８／９） 

⑴  主題 自立した消費者になろう  

⑵  指導目標 

消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響を意識し，身近な消費生 

活について，自立した消費者としての責任ある消費行動について考え，工夫する。 

⑶  目標行動 

消費生活についての既習事項を基に，自身の消費行動における問題を見いだして，自立した消費者として 

の責任ある消費行動について考え，工夫する。 

 

⑷  評価規準 

評価の観点 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価規準 

商品の選択・購入，自立した消費者として

の消費行動についての課題解決に向けた一

連の活動について，考察したことを論理的に

表現している。 

よりよい生活の実現に向けて，金銭の管理

と購入，消費者の権利と責任について，工夫

し創造し，実践しようとしている。 

判
断
の
基
準 

「
十
分
満
足 

で
き
る
」
状
況 

 

消費者の権利と責任について，既習事項を

活用しながら，水筒の購入や使用時における

自己の問題を再度整理し，環境や社会に及ぼ

す影響について考えながら，多面的に，解決

するための自らの消費行動を根拠をもって

述べている。 

自立した消費者としての責任を果たすた

めに，適切な解決方法を自分の生活経験に関

連付けて考えながら選んだり，具体的な生活

事象を想起しながら、関連させて実践したり

しようとしている。  

自分のせいだから諦めた（6） 面倒だった（4） 他の使い方ができた（3） 

対処の仕方がわからなかった（1） 海外の通販だった （1） 日にちが過ぎてしまっていた（1） 

返品を受け付けていなかった（1） 別の物を買ったから（1） そのまま使った（1） 
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⑸  授業設計の視点 

ア   題材を貫く問いの設定の工夫 

自らが毎日使用している「水筒」という身近な商品を通して，消費生活・環境の内容における「金銭の

管理と購入」，「消費者の権利と責任」の学習を進め，本時の学習では既習事項を生かし，自立した消費者

としての責任ある消費行動を考え，工夫できるように，関連性をもたせながら学ぶことができるような設

定になっている。また，本時の授業後の「環境に配慮した消費生活」の学習においても，自分や家族の消費

生活の中から問題を見いだし課題を設定し，その解決に向けて消費生活を考え，計画を立て実践できるよ

うな題材を貫く問いの設定となっている。自己の問題点と実生活を結びつけるような問いを教師から常に

投げかける。 

生徒一人ひとりが自分事として取り組めるように自己課題を設定することで，自らの消費生活の学びを

振り返り，これからの生活に生かしていこうとする主体的に学習に取り組むと考えた。 

 

イ 問題解決能力を育むための工夫「指導と評価の計画」の工夫 

問題解決能力を育むためには，自分の生活の問題を適切に把握し，自己の課題を設定できる力が重要で 

ある。本時の学習では，身近に使用している「水筒」という商品を通して生徒自身の消費生活を考えなが

ら学習を進め，消費生活における課題を解決するために必要な知識・技能を定着させ，既習事項を生かし

ながら，自らの課題を解決できるようにしている。自ら課題意識をもち，意識が連続発展するような題材

指導計画を経て，生徒は多面的な視点を踏まえた課題解決ができるように工夫した。そして，本題材を通

して，よりよい生活の実現が図られることを期待したい。 

 

ウ 必然性のある学習活動の工夫 

物資・サービスの購入から廃棄までの自分や家族の消費行動を振り返る活動を行い，自らの消費生活に

おける課題を解決するために既習の学習を活用し，自らが考えた解決策を実行することが社会に貢献する

ことにつながることに気づき，自立した消費者として行動できていることを実感させたい。生徒自身が学

びの見通しをもち，自らの学びの方法を選択・決定し，自らの学びを調整しながら実行でき，分からない

ところやできないところは他者と協力し合い解決しようとすることで，より主体的に課題解決に取り組め

るようにするとともに，よりよい解決策を追究するための学習活動を支えることを期待したい。 

 

   

 

 

「
お
お
む
ね
満
足 

で
き
る
」
状
況 

消費者の権利と責任について，既習事項を

活用しながら，水筒の購入や使用時における

自己の問題を再度整理し，環境や社会に及ぼ

す影響について考えながら，解決するための

自らの消費行動を根拠をもって述べている。 

自立した消費者としての責任を果たすた

めに，適切な解決方法を自分の生活経験に関

連付けて考えながら選んだり，実践したりし

ようとしている。 

「
努
力
を
要
す
る
」
状
況 

「おおむね満足できる」状況に達していない 

【手立て】 

 自己の問題と既習事項で関連がある学習

について気付くように机間指導で個別に促

したり，課題解決の例題での解決方法を再度

確認させたりして，印を付ける等すること

で，解決するための自らの消費行動につい

て，できることを選んで，述べられるように

する。 

「おおむね満足できる」状況に達していない 

【手立て】 

消費行動を何も起こさない場合の影響や，

例題における解決策でできることはないか

を考えるような問い掛け（発問）を個別に行

うことで、他者の考えなどを参考にし， 自立

した消費者としての責任を果たすために，適

切な解決方法を自分の生活経験と関連付け

て考えながら選んだり，実践しようとしたり

する意欲を高める。 
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 (6) 本時の展開              

過程 学習の流れ 時間 (分 ) 学習活動 指導上の留意点 教材・教具 

導 
 

 
 
 
 
 
 

入 

   
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

ほ 

り 

お 

こ 

し 

 

 

 

 

課 

題 

の 

共 

有 

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

自 

己 

追 

究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相 

互 

練 

り 

上 

げ 

 

 

 

 

自 

己 

解 

決 

 

 

 

自 

己 

評 

価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

    
 
 

 
 
 
 

10 課題の具現化 
 

 

     

 

 

 

３ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 
 

 
 
 

５ 

 

１ 前時の既習事項を確認する。 

   

 

 

２ アンケートの結果より，自らの消費

行動の問題点に気づく。 

 

３ 学習課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習課題を記入する。 

 

５ 自分の水筒について考えていくこ

とを知る。 

 

 
 

６ 学習課題を解決するために，既習事

項と関連していることに気付く。 

 

 

 

 

 

７ 水筒に関する困っていることの例

をパフォーマンス課題として取りあ

げ，消費者の権利と責任をふまえて，

課題解決するための自らの行動を，ワ

ークシートにまとめる。 

 

 

 

８ ワークシートをロイロノートで提

出する。主な意見を発表し，全体で共

有する。 

 

 

 

10  水筒に関する自己の問題点を再度

整理し，消費者の権利と責任をふま

えて，課題解決するための自らの行

動を，ワークシートに具体的に書く。 

 

 

11  ワークシートをロイロノートで提

出する。 

自己の問題点を解決するための具

体的な消費行動を発表する。（数名） 

 
 
 

 

13  自己課題で出てきた意見を例に， 

実際に行動に移すことができるよう

に確認する。 
   
 

 

14 本時の振り返り,今後の生活に生か

したいことを考える。 

 

 

 

 

 

 

１ １ 問答によって確認する。 

実  

 

 

を ２ アンケートの結果等より，問題点を

視覚的にとらえ，問題意識を共有し，本

時の課題設定ができるようにする。 

３ 必然性のある課題を設定すること

で，生徒が主体的に課題解決に取り組

むことができるようにする。 

 

 

 

 
 

 

４ 問答によって確認する。 

 

５ 自分の水筒に関して考えることで，

行動目標をゴールとすることを意識付

ける。 

 

 

６ 消費行動とは商品の選択から廃棄ま

であること，消費行動の問題解決には，

既習事項と関わっていることを確認す

る。 
 

 

 

 

７ アンケートで一番多かった生徒の問

題点をパフォーマンス課題として提示

し，共通課題として解決法を考えるこ

とで，自分の課題の解決に向けて視点

(「健康・快適・安全」，「持続可能な社

会の構築」「経済」)を導き出しやすい

ようにする。 

 

９ それぞれの生徒の意見に，７の視点

が入っているかを確認し，関連する学

習資料などを提示したり，振り返った

りするよう補足する。 

 

  
10 課題設定ができているかを，ロイロ

ノートで確認し，できていない生徒に

個別でアドバイスする。 

   

 
 

12  個人で考えた後に，多面的な視点で

の課題解決ができるような資料の提示

やアドバイスをする。 
  違った意見を指名していくつか発表
できるようにする。 

 

 

 

13 責任ある消費行動を実践していくこ

とについて宣言できたことを称賛し，

自信をもって実践できるように意識づ

ける。 

 

 

14 すっどカードに自由記述でまとめ，

今までの学習を振り返ることで，学び

と実生活のつながりを意識し，主体的

に課題解決や生活での実践に取り組め

るようにする。 

  次時の学習の流れを確認し，実践に

つながる教師からの話をする。 

 

 

１ すっどカード

ロｲロﾉｰﾄ 

ＴＶ  

持参した水筒  

2  ロｲロﾉｰﾄ 

   

 

3  ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

  

  

 

 

4 ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

5  ロｲロﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

6 ﾜｰｸｼｰﾄ 

  ロｲロﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

7  ＴＶ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

   

 

 

 

 

8 ﾜｰｸｼｰﾄ 

  ロｲロﾉｰﾄ 
 
9 ﾜｰｸｼｰﾄ 

  ロｲロﾉｰﾄ 

 
 

10  ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 
 
 

11  ロｲロﾉｰﾄ 

12  資料 

 

 

 

 

 
 

13 ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 
 

 
 

14 すっどカード 

生成 AI を使

った企業への

提案メール 

 

 
 

 
 

 

展

 
 

 

開 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 
 
 
 
 
 
 

末 

 
 
 
 
 
 

終 
 
 
 
 
 
 
 
 

末 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 
 
 

 
 
 

末 

自分の水筒での困ったことを解決するために，自立した消費者としてどの

ようなことを考え，行動すればよいだろうか。 

 

どのような行動が  。 

３ 学習課題の設定 

２ 問題提起 

４ できたか 

６ 既習事項とのつながり 

５ 補

７ 情報の収集 

 課題の焦点化 

  

 

 

 

12 補 

1 3 本時のまとめ 

14 自己評価 

１ はじめ 

おわり 

８ できたか 

11 できたか 

９ 補  
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生活や技術をよりよくすることへの価値を見いだし、 

自立して学び続けることができる生徒の育成 

～家族の生活をよりよくするものづくりの実践を通して～ 
 

鹿児島大学教育学部附属中学校  教諭  森 健太郎 

 

１ はじめに 

  次期学習指導要領の改訂に向け、中学校技術・

家庭科を取り巻く状況は大きく変化していく様

相を呈している。「Society5.0」という社会の形

が提唱され、私たちの生活や社会は、様々な情

報技術や新たなモノやサービス等が開発されて

きた。社会のカタチが変わり続けている現在、

生徒たちは、先が見通せない中でも自らの進む

べき方向を見定め、自らの足で進んでいく力を

身に付けることが求められている。そのような

流れがある中で、技術・家庭科では、以前から

「よりよい生活や持続可能な社会の構築」に向

けて、教育実践が進められて生きた。社会のカ

タチや一人一人の価値観が多様になってきた今

こそ、技術・家庭科でのものづくりを通した学

びは、生徒にとって重要な学習であると考える。 

２ 研究のねらい 

 ⑴生徒の姿 

研究を進めるにあたって生徒のものづくり

に関する経験を聞き取り調査した。生徒は、

小学校までの学習活動で、製図を行い正確な

ものづくりを進める経験は少ない状況があっ

た。また、完成した作品を鑑賞する経験はあ

るが、完成した作品を評価し、改善策を考え

る活動を経験したことがある生徒は多くはな

かった。小学校での学びとの連携を考えると、

中学校の技術・家庭科（技術分野）において、

精巧なものづくりを行い、完成した作品を評

価し、改善する活動まで行うことは、生徒の

発達段階においても重要なことであり、これ

からの社会を担う生徒にとって育まれるべき

力の一つであると考える。 

 ⑵研究主題について 

   令和７年９月に行われた、中央教育審議会

での教育課程企画特別部会において、次期学

習指導要領の改訂に向けた今後の検討の基盤

となる基本的な考え方として、次に示す３つ

の方向性が示された。 

①「主体的・対話的で深い学び」の実装 

②多様性の包摂 

③実現可能性の確保 

 この３つの方向性のうち、①と②について

は、技術・家庭科の目標と強く結びついてい

ると考えた。 

①においては、思考力、判断力、表現力等

を発揮する中で、知識の概念としての習得や

深い意味理解を促し、他の学習や生活の場面

でも活用できるような、生きて働く「確かな

知識」を習得することも目指している。授業

を習得して得られた知識が、生活の場面でも

活用できるものとなることを目指している点

は、技術・家庭科の教科の目標である、〈より

よい生活の実現や持続可能な社会の構築に向

けて、生活を工夫し創造する資質・能力〉の

育成と強く関連付くと考えられる。また、②

の方向性は、生徒が有している多様な背景や

個性などを個人及び社会の力に繋げることで、

一人一人の意欲が高まり、可能性が開花し、

個性が輝く教育の実現を目指している。この

考え方は、唯一解をもとめるのではなく、「よ

りよい」生活の実現や持続可能な社会の構築

に向けて、生徒一人一人が自分なりの新しい

解決方法を想像したりする力を育てようとす

る技術・家庭科の目標と強く関連付くと考え

られる。 

以上のことから、生徒が技術・家庭科の学

びを通して、授業で身に付けた資質・能力は、

生活や社会をよりよくしていく力になること
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を実感することで、学ぶことの価値を見いだ

すとともに、生徒が自らの個性や価値観をも

とにして、自分なりの考え方を創造する学び

が実現することで、自立して学び続けること

ができるようにしていきたいと考え、本研究

主題を設定した。 

 ⑶研究仮説 

   以上の研究主題設定から以下のように仮説

をたてた。 

   題材を貫く問いを設定したり、生徒が自分

なりの解決策を構想できる学習活動を工夫し

たりすることで、生徒は生活や技術をよりよ

くすることへの価値を見いだし、自立して学

び続けることができる。 

３ 研究の内容 

  研究仮説の実証に向けて、本研究では以下の

２点に重点を置いて研究を進めた。 

⑴題材を貫く問いの設定の工夫 

   １年次の「材料と加工の技術」において、

題材を貫く問いとして「家族の生活をよりよ

くする製品の製作」を設定した。この問いを

設定した理由として、小学校の図画工作では、

自らを中心として製作や表現を行うことが多

い状況があり、中学校技術・家庭科では、「よ

りよい生活や持続可能な社会の構築」と、目

標が広い視野を必要とするものに変わるため、

生徒にとって最も身近な社会である家庭生活

において課題を解決する問いを設定し、小学

校とのつながりを意識できるようにした。題

材の指導計画の概要を下に示す。 

表１ 指導計画の概要（全 23時間） 

時間 学習内容 

１ 
★材料と加工の技術はどのように生活や

社会と関わっているのか 

７ 
材料を利用するための基礎的な知識や

技能の理解・習得 

５ ★家族の生活をより良くする製品の構想 

８ 製作品の製作 

１ ★家族からの評価及び改善策の構想 

１ 材料と加工の技術と私たちの未来 

   表１において、★が付いているタイミング

で、題材を貫く問いを意識できるように指導

を行った。題材の始めになぜこの学習をする

のか意識づけを行い、その後の基礎的な知識

や技能を身に付ける時間の動機づけとなるよ

うに設定した。また、実際に製作品を構想す

るタイミングでもう一度問いを意識させるこ

とで、それまでの学習内容を生かすことでよ

りよい製作品作りに繋がるように思考を促し、

完成した製作品を実際に家族に評価してもら

うことで、自らの製作品が題材を貫いて設定

していた問いを解決するものであったのか振

り返りやすくした。 

   下に、製作の振り返りを行った際に使用し

たロイロノートの付箋の例を示す。なお、図

１と図２は、紙面の都合上２つに分かれてい

るが、生徒は１枚のシートで製作している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ロイロノートの例① 

図２ ロイロノートの例② 

① 

② 

③ 

④ 
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   図１の①の部分では、家族の生活のどのよ

うな課題を解決するために製作したのか明記

し、②の部分では、それを解決するためにど

のような工夫をしたのか、自分なりのアイデ

ィアを記載している。また、③の部分では製

作時に気を付けたことなどを、既習内容を振

り返りながら記入させ、学習のつながりを意

識させた。そして、④の部分で製作全体を通

しての感想等を記入し、図２で実際の写真と

一押しポイントを記録させた。この１枚のシ

ートに、題材を貫いて設定された問いに対す

る自分の考えが現れることで、自らの学習が

どのような形で家族の生活をよりよくする製

作品へと結集していったのか分かりやすくな

り、その後の家族からの評価や改善策の構想

に繋がりやすくなると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図３と図４はある生徒の家族からの評価と

改善策の記述例である。生徒たちは、家族か

らの評価を受けた後に、もう一度同じものを

作るとしたらどの様な点を工夫するのかにつ

いて検討することで、機能性の向上だけでな

く、使う人の立場からも改善策を検討するよ

うになり、自らのものづくりによって他者の

生活を変化させられるという実感をもち、生

活をよりよくすることへの価値を見いだして

いるように感じた。 

 

 ⑵自分なりの解決策を構想できる学習活動の工夫 

   自分なりの解決策を構想する上で、今回の

研究では、製作品の構想の段階で、「AUTODESK 

Tinkercad」を用いた。「AUTODESK Tinkercad」

とは、３Ｄのデザインや電子工作等をＷｅｂ

ページ上で制作することができるサイトであ

る（図５）。直感的で分かりやすい操作は、生

徒が手軽に製作物を構想することができる環

境であり、操作方法を習得する時間が少なく

ても授業内で活用できると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

   次に示す図６は、生徒が実際に制作した３

Ｄモデルである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   多くの生徒が「AUTODESK Tinkercad」を活

用して自らの製作品の構想を具体化し、次の

ような感想を持っていた。 

〇 同じ大きさの板もコピーして作れるから

楽だった。 

〇 どんな大きさの板が何枚必要か作ってい

く中でイメージがもちやすかった。 

〇 構想したものが３Ｄで動かせるから実物

をイメージしながら構想できた。 

図３ 家族からの評価の例 

図４ 家族からの評価後の改善策の例 

図５ AUTODESK TinkercadのＨＰ 

図６ ３Ｄモデリングの例 
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● 思い通りの位置に板が設置できなくて難

しかった。 

● ３Ｄの操作で酔ってしまった。 

● 操作が難しかった。 

生徒の中には、サイトの操作に難しさを

感じたり、３Ｄの画面に酔ってしまったり

する者もいた（いわゆる３Ｄ酔い）。そのた

め、構想を進める際は、生徒が「AUTODESK 

Tinkercad」と紙での構想を自由に選択でき

るようにし、より自らの構想を具体化させ

やすい状況を設定した。自らの構想を具体

化させやすい学習活動が確保されることで、

生徒は主体的に構想の修正・改善を進める

ことができ、よりよい製作品を完成させよ

うと自立して学びに向かう態度が育まれ、

その後の製図・製作の作業へスムーズに進

むことができたと感じた。 

 

４ これからの取組 

  今回の研究を通して得られた成果と課題は以

下のように考えている。 

【成果】 

  ① 題材を貫く問いを設定することで、生徒

は継続的に考えることができる一つの問い

をもつことができ、毎時間の授業を相互に

関連付けながら学ぶことができた。 

  ② 学習活動において、生徒が自由に選択で

きる状況を確保することで、生徒が自らの

個性や価値観をもとにして、自分なりの考

え方を創造する学びが実現できたと考える。 

 【課題】 

  ① 題材を貫く問いは教師側から設定したが、

生徒が真に学習に必然性をもち、その問い

に対する自分なりの解答を追究する中で、

学びに価値を見いだすことができていたの

かは検討の余地がある。 

  ② 自立して学び続けることができる生徒が

育成できたか見取る方法については継続し

て研究を深める必要がある。 

 

５ おわりに 

  本研究では様々な場面でＩＣＴ機器を活用し

たが、生徒の中には一定数、ＩＣＴ機器の扱い

に不慣れであったり、画面を見続けることが苦

手だったりする生徒がいることを感じた。ＩＣ

Ｔ機器が文房具のように使われる環境が当たり

前になってきたが、技術の授業では、一人でじ

っくり考える場面や他者と協働する場面、自ら

の考えを深める場面等、学習形態に応じて、デ

ジタルとアナログが融合するような形を目指し

ていきたい。ただ、現行の中学校学習指導要領

解説 技術・家庭編には、〈課題の解決策を具体

化する際には、３ＤＣＡＤや３Ｄプリンタを活

用して試作させることも考えられる。〉と書かれ

ており、また、文部科学省が示している「中学

校教材整備指針」でも、３Ｄプリンタは８人あ

たり１台程度の整備を目安としている。デジタ

ルファブリケーションが発展している現代では、

ものづくりのプロセス全体のデジタル化が進ん

でおり、ＩＣＴ機器を思い通りに使いこなす力

が求められているが、これからの社会を担って

いく生徒たちには、手作業でものづくりを進め

ていく楽しさも伝えていきたいと思っている。 

 

［主な引用・参考文献］ 

・ 文部科学省（2017）： 

中学校学習指導要領（兵士柄 29 年告示）解説 

技術・家庭編、学校図書 

・ 文部科学省（令和７年９月）： 

教育課程部会 教育課程企画特別部会（第 13回） 

配布資料 

・ AUTODESK Tinkercad： 

https://www.tinkercad.com/ 

・ 文部科学省（2024.8）： 

 夏季開催研修「未来を創る技術教育」デジタル

ものづくりと技術教育、山本利一 
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第７４回鹿児島県中学校技術・家庭科教育研究大会 

鹿児島地区大会アンケート  

  

 

１  技術分野・家庭分野どちらに参加をされましたか。該当する分野に“〇”をつけてください。 

  〔      〕  技術分野       〔      〕 家庭分野 

 

2  参加された方の授業についての印象を次のア～オから選んで○で囲んでお答えください。  

 

  ア  大変よかった   イ  よかった   ウ  やや改善が必要   エ  改善が必要   オ  参加していない 

 

３  研究発表についての印象を次のア～オから選んで○で囲んでお答えください。 

 

  ア  大変よかった   イ  よかった   ウ  やや改善が必要   エ  改善が必要   オ  参加していない 

 

４  参加された分科会（授業・授業研究を含む）を通して，ご意見・ご感想をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

５  研究大会全体（研究発表を含む）を通して，ご意見・ご感想をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

６  研究大会の運営に関して，ご意見・ご感想をご記入ください。 

 

 

 

 

 

  

 アンケートへのご協力ありがとうございました。今後の運営等の参考とさせていただきます。 

来年度は全国大会（鹿児島）を開催します。ぜひ運営等に協力していただけるとありがたいです。 

ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 

アンケートフォーム

から回答される場

合は，こちらからお

願いします。 
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